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令和8年度
全国学力・学習状況調査結果における士別市の成果・課題について

【令和8年9月25日 士別市教育委員会（学校教育課）】

本市では、今年度においても全国学力・学習状況調査を、全ての小・中学校（小学校
5校、中学校４校）で実施しました。（端末を使ったオンライン調査は学校ごとに文科省
からの指定日に実施しました。）

本調査結果から今後の学習指導の改善を図るため、文部科学省国立教育政策研究所（以
下「国研」）提供の「令和8年度全国学力・学習状況調査の概要」及び「士別市の結果」
に基づき、士別市教育委員会として次のとおり分析結果をまとめました。
（調査問題及び解答は国研HPに掲載されています。）

１ 調査の目的

国が示した本調査の目的は、次のとおりです。

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、
・全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を

検証し、その改善を図る。
・学校における児童生徒への学習指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。
・そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

２ 本調査実施に関する士別市教育委員会の基本的な考え方

士別市教育委員会は、本調査の目的を踏まえ、定められた方法に従って調査を実施し
ました。

(1) 調査は、これまで各学校がそれぞれの計画に基づいて実施している標準学力調査
などと同様に、通常の教育活動の一環として実施しました。

(2) 調査結果は、児童生徒の学力の一端であり、本調査により測定できるのは、学校
における教育活動の一側面に過ぎないことを踏まえる必要があります。そこで、学
校の序列化や過度な競争につながらないよう配慮する視点から、各学校ごとの結果
は公表はせず、士別市における学力傾向を明確化し、今後の授業改善等に資するた
めに、士別市全体としての数値結果を公表します。

(3) 教育委員会と各学校は、児童生徒の学力・学習状況のそれぞれの課題を把握・検
証することによって、より適切かつ充実した教育活動を推進します。
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３ 調査事項・実施日程

調査事項 実施方式 日程

教科

（小）国語・算数
冊子による筆記方式 4月23日

調査

（中）国語・数学

（中）英語 「聞くこと」
オンライン 4月20日～4月23日

「読むこと」「書くこと」
（中）英語 「話すこと」 オンライン 4月24日～5月29日

質問
（小）児童質問紙 オンライン 4月24日～5月 8日

調査
（中）生徒質問紙 オンライン 4月20日～4月23日

学校質問紙 オンライン 4月１日～4月17日

４ 調査対象 (1) 小学校 第６学年 (2) 中学校 第３学年

５ 調査事項及び手法

(1) 児童生徒に対する調査
① 教科に関する調査は（国語、算数・数学、英語）

英語については、生徒が活用するICT端末等を用いた、文部科学省CBTシステム
によるオンライン方式（以下「CBT」（= Computer Based Testing）という。）
で実施。
出題内容はそれぞれ次の(ｱ)と(ｲ)を一体的に問うものです。

(ｱ) 身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活
において不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技
能等

(ｲ) 知識・技能を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構
想を立て実践し評価・改善する力等

② 質問紙調査 ※小学校、中学校ともに1人1台端末を用いてCBTで実施

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する質問調査
本年度の主な調査項目は以下のとおりです。
・基本的生活習慣等
・挑戦心、達成感、規範意識、自己有用感、幸福感等
・学習習慣、学習環境等
・地域や社会に関わる活動の状況等
・ICTを活用した学習状況
・主体的･対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況
・総合的な学習の時間、学級活動、特別の教科 道徳
・学習に対する興味・関心や授業の理解度等（国語、算数・数学、英語）
・各教科に関する解答状況
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(2) 学校に対する質問紙調査
学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の

整備の状況等に関する質問調査
本年度の主な調査項目は以下のとおりです。
・学校規模の状況
・学校運営に関する状況／教職員の資質向上に関する状況
・主体的･対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況
・総合的な学習の時間、学級活動、特別の教科 道徳の指導方法
・教科の指導方法（国語、算数・数学、理科、英語）
・ICTを活用した学習状況
・特別な配慮が必要な児童生徒への指導
・小学校教育と中学校教育の連携
・家庭や地域との連携等
・家庭学習
・全国学力･学習状況調査の結果の活用

６ 本市の参加状況
令和8年度の参加状況

小学校 中学校 総 数
学校数 児童数 学校数 生徒数 学校数 児童生徒数
（校） （人） （校） （人） （校） （人）

国 語 5 75 4 102 9 177
算数・数学 5 75 4 103 9 178

英 語 4 101 4 101

7 教科に関する調査の結果
令和8年度の調査結果 国語、算数・数学は平均正答率
英語は、4技能（聞くこと、読むこと・書くこと、話すこと）の平均正答数（問題

数は9問）とIRTスコア
小学校 中学校

国語 算数 国語 数学 英語
平均正答数 IRTスコア

全 国 60.9 56.4 63.9 57.0 4.5 499
北海道 60 54 63 55 4.2 490

士別市 62 58 66 59 4.2 491
全国値：黒字 全国値以上：青字 全道値以上：緑字 全国値以下：赤字

＊1：全国の数値は国研の提供データ（公立学校のみ）

＊2：北海道の数値は道教委の提供データ（公立学校のみ）

＊3：中学英語の数値は、平均正答数とIRTスコア集計値

※以下使用しているデータは全て＊1～3と同様
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8 士別市の学力調査の結果について

(1) 全体として
小学校では、全道（札幌市を除く）の平均正答率〈以下「全道平均」と表記〉

及び全国の平均正答率〈以下「全国平均」と表記〉を国語・算数ともに上回りま
した。

中学校では、国語・数学ともに全道平均・全国平均を上回り、英語は平均正答
数及びIRTスコア集計値でほぼ全道平均並みでしたが、全国平均は下回りまし
た。

参考値として国語・算数（数学）について令和7年度の調査データを比較する
形で掲載しました。また、令和8年度の中学３年生は、令和5年度の小学６年生時
に本調査を実施しているので、経年比較のため掲載しています。

なお、国研では年度ごとの各教科設問の「難易度の調整はしていません。」と
説明しています。（令和8年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会より）

【令和7年度調査と令和8年度調査の結果比較（小学校）】
平均 小学校（国語） 小学校（算数）

正答率 R7 R8 R7 R8
全 国 ％ 66.8 60.9 58.0 56.4
北海道 ％ 65.4 60 55.2 54
士別市 ％ 68.2 62 58.8 58

【令和7年度調査と令和8年度調査の結果比較（中学校）】
平均 中学校（国語） 中学校（数学）

正答率 R7 R8 R7 R8
全 国 ％ 54.3 63.9 48.3 57.0
北海道 ％ 54.0 63 46.7 55
士別市 ％ 55.3 66 50.8 59

【令和5年度の小学6年と令和8年度の中学3年の正答率を比較】
平均 国 語 算数・数学

正答率 R5 R8 R5 R8
全 国 ％ 67.2 63.9 62.5 57.0
北海道 ％ 65.7 63 61 55

士別市 ％ 71.9 66 68.4 59
（全国差） （+4.7） （+2.1） （+5.9） （+2.0）
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(2) 令和8年度 士別市小学校（5校）の調査結果について

①【国語の結果】
士別市 北海道 全 国

国語（全問題）の正答率 62 60 60.9
⑴言葉の特徴や使い方に関する事項 66.0 65.9 66.8

内 ⑵情報の扱い方に関する事項 52.7 51.0 52.3
容 ⑶我が国の言語文化に関する事柄

別 話すこと・聞くこと 70.7 64.4 65.8
書くこと 46.0 43.2 45.7
読むこと 67.3 65.0 65.9

選択式 63.0 60.4 61.9
問題別 短答式 63.3 62.3 62.6

記述式 57.3 53.4 54.9

本年度の国語の調査結果は全道平均を2ポイント程度、全国平均を1ポイント程度
上回りました。学習指導要領の内容別の正答率では、「話すこと・聞くこと」「書く
こと」「読むこと」の内容で、全国平均を上回っていますが、「言葉の特徴や使い方
に関する事項」では、全国平均を下回っています。

②【算数の結果】
士別市 北海道 全 国

算数（全問題）の正答率 58 54 56.4

領
数と計算 60.2 58.2 61.1

域
図 形 59.0 51.8 55.3

別
測 定 84.0 76.4 78.1
変化と関係 44.4 38.1 41.1
データの活用 47.0 45.6 48.6

選択式 55.7 54.4 56.0
問題別 短答式 64.5 56.6 59.7

記述式 43.1 44.5 48.5

本年度の算数の調査結果は全道平均を4ポイント程度、全国平均を2ポイント程度
上回っていますが、学習指導要領の領域別では、「数と計算」「データの活用」の領
域で全国平均を下回っています。問題別では、他の出題形式と比較して、記述式の
正答率が全道平均・全国平均より低くなっており、依然として課題傾向です。
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(3) 令和8年度 士別市中学校（4校）の調査結果について

①【国語の結果】
士別市 北海道 全 国

国語（全問題）の正答率 66 63 63.9
⑴言葉の特徴や使い方に関する事項 65.7 61.9 63.0

内
⑵情報の扱い方に関する事項 70.6 69.0 70.4

容
⑶我が国の言語文化に関する事項

別
話すこと・聞くこと 63.1 63.1 63.9
書くこと 73.2 68.2 67.4
読むこと 58.8 59.0 59.7

選択式 72.7 71.8 72.7
問題別 短答式 61.1 55.5 55.8

記述式 49.0 45.5 45.5

本年度の国語の調査結果は、全道平均・全国平均を2ポイント程度上回りました
が、学習指導要領の内容別では「話すこと・聞くこと」「読むこと」が全国平均を
下回っています。問題別では、昨年度は記述式において、若干全国平均を下回りま
したが、今年度は、短答式と記述式が全国平均を上回っています。

②【数学の結果】
士別市 北海道 全 国

数学（全問題）の正答率 59 55 57.0

領
数と計算 68.7 66.2 67.8

域
図 形 49.5 47.9 48.7

別
関 数 56.0 50.7 54.8
データの活用 56.8 51.3 53.5

選択式 59.9 58.0 59.3
問題別 短答式 66.1 61.8 64.2

記述式 40.5 37.3 39.1

本年度の数学の調査では、全道平均を4ポイント、全国平均を2ポイント程度上
回っています。学習指導要領の領域別では、全ての領域で全国平均を上回りました。
問題別では、昨年度は記述式において、全国平均を1ポイント程度下回りましたが、
今年度は、全ての解答方式で全国平均を上回っています。
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③【英語の結果】
(ｱ) CBTについて

令和8年度の中学校英語調査問題にはCBT(Computer-based Testing)が導入さ
れて、1人1台端末を活用したオンライン方式で実施されました。CBTの利点を活
かすことで、場面や状況に応じたイラストやアニメーション等と音声を組み合わ
せた出題が可能となりました。

(ｲ) IRTについて
令和8年度の中学校英語調査問題にはIRT（Item Response Theory：項目反応

理論）が導入されました。IRTはテストの難易度や受験者の能力を考慮して、よ
り正確に能力を評価するための理論です。IRTでは、各問題の特性と受験者の解
答を分析することでより正確に推定することができます。 

(ｳ) 「IRTスコア」・「IRTバンド」について
令和8年度の中学校英語調査問題では、全4技能について、調査が行われました。

IRTスコアは、問題の難易度、正誤パターンの状況から推定し、500を基準とした
得点で表示されます。

IRTバンドは、IRTスコアを1～5の段階で区切ったものです。3を基準のバンド
とし、5が最も高いバンドとなります。

士別市 北海道（公立） 全国（公立）

中学英語4技能の平均正答数 4.2／9 4.2／9 4.5／9
中学英語IRTスコア集計値 491 490 499

IRTスコア（1～5）の分布比較

(ｴ) 英語の出題状況
本年度の中学英語における出題状況は、「聞くこと」「読むこと」「書くこと」

については、公開問題16問と非公開問題12問が用意されました。公開問題のうち、
受験者に共通出題されたのは7問で、残りの公開問題9問からランダムに3問出題
されました。「話すこと」については、公開問題が全7問用意され、非公開問題と
して数問が用意されました。公開問題のうち、全員が取り組む問題は2問で、残
りの5問からランダムに2問出題されました。
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(ｵ) 士別市の状況
平均正答数、IRTスコア集計値ともにほぼ全道値と同じで、全国平均以下です。

またIRTスコアの分散状況は全国・全道に比較して標準スコア2が占める割合が
高く（36.0％）なっています。

9 質問紙調査の結果について

質問紙調査の結果は、例年同様多くの質問項目（児童・生徒質問紙80項目程度、学校
質問紙90項目程度）があり、その中から北海道教育委員会が『調査結果のポイント』（令
和8年8月3日）で取り上げている質問項目について士別市と比較しています。また、学
校質問紙は士別市の学校数が小学校5校、中学校４校と分母が小さいので、結果は参考
値として押さえ、％の提示とともに学校数（○/○校）を掲載しています。（全国値以上
：青字 全国値以下：赤字）

(1) 授業改善について
児童・生徒質問紙No.39（小･中共通） 全 国 北海道 士別市

・前年度までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で 小学生 28.3% 29.7％ 28.9%
考え、自分から取り組んでいましたか。

＊「当てはまる」と回答した割合 中学生 27.0% 27.9％ 28.7%

児童・生徒質問紙No.40（小･中共通） 全 国 北海道 士別市

・前年度までに受けた授業では、各教科などで学んだことを生 小学生 26.9% 27.9％ 43.4%
かしながら、自分の考えをまとめる活動を行っていましたか

＊「当てはまる」と回答した割合 中学生 23.1% 23.5％ 25.7%

児童・生徒質問紙No.42（小･中共通） 全 国 北海道 士別市

・学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深め 小学生 43.5% 46.1％ 50.0%
たり、新たな考え方に気付いたりすることができていますか。

＊「当てはまる」と回答している児童生徒の割合 中学生 39.6% 41.7％ 43.6%

児童・生徒質問紙No.43（小･中共通） 全 国 北海道 士別市

・学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点 小学生 31.4% 31.6％ 31.6%
を見直し、次の学習につなげることができていますか。

＊「当てはまる」と回答している児童生徒の割合 中学生 29.3% 29.9％ 30.7%

・北海道教育委員会が『調査結果のポイント』として取り上げた授業改善に関す

る4項目について、士別市では、「当てはまる」と回答した児童生徒の割合が、す

べて全国平均値を上回っています。このことから、授業改善に対する各学校の意

識の意識の高さがうかがわれます。
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⑵ ICTを活用した学習状況について

児童・生徒質問紙No.35（小･中共通） 全 国 北海道 士別市

・前年度までに受けた授業で、PC・タブレットなどのICT機器を、 小学生 43.0% 52.8％ 79.0%
どの程度使用しましたか。

＊「ほぼ毎日」と回答している児童生徒の割合 中学生 55.1% 61.3％ 92.1%

児童・生徒質問紙No.36－3（小･中共通） 全 国 北海道 士別市

・あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器を使って情報を 小学生 32.8% 34.9％ 48.7%
整理する（図、表、グラフ、思考ツールなどを使ってまとめる）

ことができると思いますか。 中学生 32.0% 35.5％ 44.6%
＊「そう思う」と回答している児童生徒の割合

児童・生徒質問紙No.36ー4（小･中共通） 全 国 北海道 士別市

・あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器を使って学校で 小学生 44.9% 53.2% 68.4%
の活動でプレゼンテーション（発表のスライド）を作成すること

ができると思いますか。 中学生 46.4% 53.8％ 51.5%
＊「そう思う」と回答している児童生徒の割合

・児童・生徒質問紙No.35「前年度までに受けた授業で、PC・タブレットなどの

ICT機器を、どの程度使用しましたか」では、「ほぼ毎日」と回答した士別市の児

童生徒は、全道・全国と比べ非常に高い割合です。このことから、授業でICT機器

が日常的に活用されていることがわかります。

(3) 学習習慣について

児童・生徒質問紙No.22（小･中共通） 全 国 北海道 士別市

・分からないことやくわしく知りたいことがあったときに、自 小学生 28.7% 28.4％ 35.5%
分で学び方を考え、工夫することはできていますか。

＊「できている」と回答した割合 中学生 27.4% 27.4％ 26.7%

児童・生徒質問紙No.23（小･中共通） 全 国 北海道 士別市

・学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当 小学生 49.9% 46.0％ 39.5%
たりどれくらいの時間、勉強をしますか（学習塾で勉強してい

る時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネット
を活用して学ぶ時間も含む）。 中学生 61.6% 52.8％ 47.5%

＊「1時間以上勉強する」と回答した割合
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児童・生徒質問紙No.4（小･中共通） 全 国 北海道 士別市

・普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、
小学生 78.5% 82.5％ 77.6%スマートフォンや携帯電話、パソコン、タブレット、ゲーム機、

テレビ等（以下、「スマートフォン等」）でSNSや動画視聴など

をしますか（スマートフォン等を使って学習する時間やゲーム

をする時間は除く）。 中学生 91.8% 93.0% 92.0%

＊「1時間以上視聴する」と回答した割合

・児童・生徒質問紙No.23「学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、

１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか」では、「１時間以上勉強する」と

回答した士別市の児童生徒の割合は、全国平均より、１０％以上低くなっていま

す。よりよい家庭学習の取組ができるように指導していくことが課題です。

(4) 検証改善サイクルについて

学校質問紙No.17（小･中共通） 全 国 北海道 士別市

・児童（生徒）の姿や地域の現状等に関する調査や各種データ
小学校 42.5% 56.9％

80.0%

などに基づき、教育課程を編成し、実施し、評価して改善を図 （4/5）

る一連のPDCAサイクルを確立していますか。 中学校 38.6% 57.3％ 75.0%

＊「確立している」と回答した割合 （1/4）

・学校質問紙No.17「児童の姿や地域の現状等に関する調査や各種データなどに基

づき、教育課程を編成し、実施し、評価して改善を図る一連のPDCAサイクルを確

立していますか」では、「確立している」と回答した士別市の学校は、全国・全道

より、非常に高い割合です。

(5) ウェルビーイングの向上について

児童・生徒質問紙No.8（小･中共通） 全 国 北海道 士別市

・自分には、よいところがあると思いますか。 小学生 43.6% 42.3％ 52.6%
＊「当てはまる」と回答している児童生徒の割合

中学生 41.0% 42.9％ 32.7%

児童・生徒質問紙No.9（小･中共通） 全 国 北海道 士別市

・先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか。 小学生 53.4% 56.5％ 63.2%
＊「当てはまる」と回答している児童生徒の割合

中学生 46.7% 48.7％ 52.5%
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児童・生徒質問紙No.10（小･中共通） 全 国 北海道 士別市

・将来の夢や目標を持っていますか。 小学生 58.6% 59.6％ 64.5%
＊「当てはまる」と回答している児童生徒の割合

中学生 37.4% 38.4％ 35.6%

児童・生徒質問紙No.11（小･中共通） 全 国 北海道 士別市

・人が困っているときは、進んで助けていますか。 小学生 47.3% 48.4％ 52.6%
＊「当てはまる」と回答している児童生徒の割合

中学生 40.8% 40.4％ 29.7%

児童・生徒質問紙No.16（小･中共通） 全 国 北海道 士別市

・自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか。 小学生 31.9% 32.3％ 40.8%
＊「当てはまる」と回答している児童生徒の割合

中学生 32.0% 31.1％ 29.7%

児童・生徒質問紙No.33（小･中共通） 全 国 北海道 士別市

・地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか。
小学生 31.9% 33.8％ 35.5%

＊「当てはまる」と回答している児童生徒の割合

中学生 22.1% 21.9％ 19.8%

・ウェルビーイングの向上に関する全質問項目において「当てはまる」と回答し

た士別市の児童生徒の割合は、全国及び全道の傾向と同様で、小学生に比べ、中

学生が低い状況です。

(6) 教科への興味・関心、理解度について

児童・生徒質問紙No.53（小･中共通） 全 国 北海道 士別市

・国語の勉強は好きですか。 小学生 24.4% 26.1％ 25.0%
＊「当てはまる」と回答している児童生徒の割合

中学生 22.3% 24.4％ 22.8%

児童・生徒質問紙No.54（小･中共通） 全 国 北海道 士別市

・国語の授業の内容はよく分かりますか。 小学生 36.1% 36.8％ 26.3%
＊「当てはまる」と回答している児童生徒の割合

中学生 27.1% 28.0％ 34.7%
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児童・生徒質問紙No.61（小･中共通） 全 国 北海道 士別市

・算数（数学）の勉強は好きですか。 小学生 33.9% 31.6％ 38.2%
＊「当てはまる」と回答している児童生徒の割合

中学生 28.8% 27.5％ 23.8%

児童・生徒質問紙No.62（小･中共通） 全 国 北海道 士別市

・算数（数学）の授業の内容はよく分かりますか。 小学生 41.9% 37.2％ 44.7%
＊「当てはまる」と回答している児童生徒の割合

中学生 34.6% 32.7％ 32.7%

児童・生徒質問紙No.70（小･中共通） 全 国 北海道 士別市

・英語の勉強は好きですか。 小学生 37.8% 40.3％ 40.8%
＊「当てはまる」と回答している児童生徒の割合

中学生 24.6% 24.3％ 26.7%

・児童・生徒質問紙No.54「国語の授業の内容はよく分かりますか」において、士

別市の小学生の「当てはまる」と回答した割合が、全国・全道平均を大きく下回

っています。「当てはまる」と回答した中学生の割合は、全国・全道平均を上回っ

ています。

(7) 令和7年度調査で見られた傾向や課題について
① ウェルビーイングの向上について

令和7年度調査では、小学生の「普段の生活の中で、幸せな気持ちになることは
よくある児童が少ない。」という課題が見られました。

【児童質問紙 R7年度 No.15 R8年度 No.21 】
・普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれくらいありますか。

選 択 肢
R7年度 R8年度

士別市 全国 士別市 全国

1 よくある 46.2% 54.5% 61.8% 54.7%
2 ときどきある 48.4% 38.5% 34.2% 37.8%
3 あまりない 4.3% 6.1% 2.6% 6.1%
4 まったくない 1.1% 0.8% 0.0% 0.7%

・「よくある」と回答した児童は、令和7年度より16％程度増加しています。

・「あまりない」「まったくない」と回答した児童は、令和7年度より減少していま

す。

＊令和8年度は、「幸せな気持ちになることは、よくある」と回答した児童が増加

しよい傾向ですが、ウェルビーイングの向上は継続的な課題です。
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② 平日のICTを活用した学習について
令和7年度調査では、小学生の「学校の授業時間以外に、ICTを学習に活用して

いる時間が少ない」という課題が見られました。

【児童質問 R7年度 No.18 R8年度 No.24】
・学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、1日当たりどれくらいの時間、PC・

タブレットなどのICT機器を、勉強のために使っていますか。（遊びなどの目的に使う時間

は除く）

選 択 肢
R7年度 R8年度

士別市 全国 士別市 全国

1 3時間以上 1.1% 4.0% 0.0% 2.1%
2 2時間以上、3時間より少ない 4.3% 4.6% 3.9% 2.8%
3 1時間以上、2時間より少ない 11.8% 11.0% 9.2% 8.5%
4 30分以上、1時間より少ない 14.0% 22.9% 26.3% 21.2%
5 30分より少ない 39.8% 32.0% 27.6% 31.2%
6 全く使っていない 29.0% 25.4% 22.4% 23.3%

・学習にICT機器を使う時間が30分未満の児童の割合は、令和7年度は、69％程度

で、全国平均より12%程度上回っていました。令和8年度では50％の割合となり、

昨年度より大きく減少しています。

＊それぞれの児童の学習のスタイルにより、家庭学習でのICT機器の使い方は、違

いが生まれますが、「全く使っていない」の回答した児童が22％程度いることから、

平日の家庭学習でのICT利用が継続課題となっています。

③ 平日の家庭学習時間について
令和7年度生徒質問紙調査では、中学生の「平日の家庭学習時間が少ない」という

課題が見られました。

【生徒質問 R7年度 No.17 R8年度 No.23 】
・学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、1日当たりどれくらいの時間、勉強

をしますか。（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インター

ネットを活用して学ぶ時間も含む）

選 択 肢
R7年度 R8年度

士別市 全国 士別市 全国

1 3時間以上 4.3% 9.9% 5.0% 8.9%

2 2時間以上、3時間より少ない 13.0% 20.9% 5.9% 21.2%

3 1時間以上、2時間より少ない 16.3% 30.8% 36.6% 31.5%

4 30分以上、1時間より少ない 32.6% 19.1% 29.7% 19.5%

5 30分より少ない 20.7% 11.3% 12.9% 11.5%

6 全くしない 13.0% 7.7% 8.9% 6.9%
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・学校の授業時間以外に、普段1時間以上勉強している生徒の割合は、士別市では

令和7年度は34％程度でした。全国平均は62%程度で、士別市は全国平均を大きく

下回っていました。令和8年度では48％程度となり、令和7年度の割合を大きく増

加しました。しかし、全国平均は62%程度で、士別市は依然として、全国平均を

下回っています。

＊中学生の平日の家庭学習時間の確保が継続課題となっています。

10 クロス集計（児童生徒質問紙と各教科）について

クロス集計とは児童生徒質問紙の質問項目と各教科正答率の結果を相関させて集計し
たものです。国研より提供の項目のクロス集計から、士別市において質問と正答率に顕
著な相関がある項目について取り上げています。

士別市の小学生･中学生の正答率は各教科ともに全国平均を越えています。このクロス
集計では士別市の正答率を上回る数値は紫太字で表記しています。

相関関係が高く見えるものでも、対象となる児童生徒数が少ない場合は、参考値とし
て扱っていません。

再掲【令和8年度 各教科の平均正答率、IRTスコア】

小学校 中学校
国語 算数 国語 数学 英語 平均正答数・（IRTスコア）

全 国 60.9 56.4 63.9 57.0 4.5 ・ （ 499 ）
北海道 60 54 63 55 4.2 ・ （ 490 ）

士別市 62 58 66 59 4.2 ・ （ 491 ）

⑴ 朝食の摂取について

質問No. ・朝食を毎日食べていますか
小 1
中 1

小学6年生 選択肢
児童数 割合 正答率（％）
（人） （％） 国語 算数

1 している 64 86.5 64.2 58.2
2 どちらかといえば、している 7 9.5 58.2 54.5
3 あまりしていない 3 4.1 35.9 54.2
4 全くしていない 0 0.0

中学3年生 選択肢
生徒数 割合 正答率（％）・IRT
（人） （％） 国語 数学 英語IRT

1 している 72 71.3 68.4 62.2 503
2 どちらかというと、している 16 15.8 65.8 59.8 476
3 あまりしていない 10 9.9 50.8 47.7 472
4 全くしていない 3 3.0 66.7 22.9 411



- 15 -

・朝食を毎日食べている児童生徒ほど、正答率が高くなっています。

⑵ メディアとの接触時間について

質問No. ・普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、スマートフォ
小 4 ンや携帯電話、パソコン、タブレット、ゲーム機、テレビ等（以下、「スマ
中 4 ートフォン等」）でSNSや動画視聴などをしますか（スマートフォン等を使

って学習する時間やゲームをする時間は除く）

小学6年生 選択肢
児童数 割合 正答率（％）
（人） （％） 国語 算数

1 4時間以上 20 27.0 67.7 56.9
2 3時間以上、4時間より少ない 7 9.5 58.2 47.3
3 2時間以上、3時間より少ない 13 17.6 55.0 56.7
4 1時間以上、2時間より少ない 17 23.0 61.1 56.6
5 30分以上、1時間より少ない 9 12.2 61.5 63.9
6 30分より少ない 6 8.1 69.2 61.5
7 スマートフォン等を持っていない 2 2.7 69.2 78.1

中学3年生 選択肢
生徒数 割合 正答率（％）・IRT
（人） （％） 国語 数学 英語IRT

1 4時間以上 37 36.6 60.4 49.5 467
2 3時間以上、4時間より少ない 27 26.7 73.1 67.8 507
3 2時間以上、3時間より少ない 18 17.8 68.5 62.5 513
4 1時間以上、2時間より少ない 11 10.9 68.0 65.6 520
5 30分以上、1時間より少ない 4 4.0 78.3 76.6 541
6 30分より少ない 4 4.0 53.3 45.3 431
7 スマートフォン等を持っていない 0 0.0

・小学生においては、メディアとの接触時間が少ない層で、正答率が高くなっています。
・中学生においては、メディアとの接触時間が、4時間以上の層で、正答率が低くなっ
ています。

⑶ 家庭での子どもの悩みの表出の頻度について

質問No. ・学校での悩みについて、あなたの親や家族は、どれくらいあなたと話しま
小 7 すか
中 7

小学6年生 選択肢
児童数 割合 正答率（％）
（人） （％） 国語 算数

1 ほぼ毎日 13 17.6 70.4 66.3
2 週に1～2回 15 20.3 61.0 60.8
3 月に1～2回 13 17.6 64.5 59.1
4 年に1～2回 10 13.5 75.4 63.1
5 ほとんど、または、全くない 18 24.3 53.0 49.3
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中学3年生 選択肢
生徒数 割合 正答率（％）・IRT
（人） （％） 国語 数学 英語IRT

1 ほぼ毎日 13 12.9 61.2 52.3 477
2 週に1～2回 26 25.7 70.8 66.8 493
3 月に1～2回 21 20.8 71.1 63.7 529
4 年に1～2回 18 17.8 67.8 58.0 506
5 ほとんど、または、全くない 21 20.8 59.7 54.8 466

・「学校での悩みを親や家族と話すことがほとんどない、または、全くない」を選択した

層では、小学生、中学生ともに正答率は、低くなっています。

⑷ 自己肯定感について

質問No. ・自分には、よいところがあると思いますか
小 8
中 8

小学6年生 選択肢
児童数 割合 正答率（％）
（人） （％） 国語 算数

1 当てはまる 40 54.1 64.0 57.2
2 どちらかというと、当てはまる 21 28.4 56.8 53.6
3 どちらかというと、当てはまらない 6 8.1 75.6 71.9
4 当てはまらない 7 9.5 59.3 60.7

中学3年生 選択肢
生徒数 割合 正答率（％）・IRT
（人） （％） 国語 数学 英語IRT

1 当てはまる 33 32.7 70.8 65.2 520
2 どちらかというと、当てはまる 48 47.5 67.7 59.8 490
3 どちらかというと、当てはまらない 11 10.9 67.3 55.7 478
4 当てはまらない 9 8.9 44.4 41.0 428

・小学生には、はっきりとした傾向は見られませんが、中学生においては、自己肯定感
が高いほど、正答率は高くなっています。

⑸ 学校以外での学習時間について

質問No. ・学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくら
小23 いの時間、勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に
中23 教わっている時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含む）

小学6年生 選択肢
児童数 割合 正答率（％）
（人） （％） 国語 算数

1 3時間以上 1 1.4 38.5 25.0
2 2時間以上、3時間より少ない 6 8.1 51.3 55.2
3 1時間以上、2時間より少ない 22 29.7 71.0 65.9
4 30分以上、1時間より少ない 29 39.2 62.3 58.8
5 30分より少ない 14 18.9 57.7 49.6
6 全くしない 2 2.7 50.0 31.3
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中学3年生 選択肢
生徒数 割合 正答率（％）・IRT
（人） （％） 国語 数学 英語IRT

1 3時間以上 5 5.0 72.0 66.3 536
2 2時間以上、3時間より少ない 6 5.9 66.7 61.5 522
3 1時間以上、2時間より少ない 37 36.6 70.4 70.0 539
4 30分以上、1時間より少ない 30 29.7 64.1 55.6 468
5 30分より少ない 13 12.9 61.5 43.3 438
6 全くしない 9 8.9 61.5 43.8 425

・小学生においては、学校の授業時間以外での1日当たりの勉強時間が、「1時間以上、
2時間未満」層において、正答率が高くなっています。
→小学生においては、1日当たりの勉強時間が、「2時間以上、3時間未満」と「3時間以
上」の層において、正答率は低くなっていることは、家庭学習の内容に問題があること
を示していると思われます。
・中学生においては、学校の授業時間以外での1日当たりの勉強時間が、「1時間以上」の
層が正答率が高くなっています。勉強時間が「1時間未満」の層と「1時間以上」の層に
おいては、数学と英語、特に英語の正答率においては、明らかな壁があります。
→中学生の1日当たりの勉強時間が「1時間以上」の層と「1時間未満」の層で、明らか
な壁があることは、英語の習得には、時間をかける必要があることを示しています。

質問No. ・土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たりどれくらいの時間、勉
小 25 強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている
中 25 時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含む）

小学6年生 選択肢
児童数 割合 正答率（％）
（人） （％） 国語 算数

1 4時間以上 1 1.4 30.8 37.5
2 3時間以上、4時間より少ない 0 0.0
3 2時間以上、3時間より少ない 4 5.4 69.2 59.4
4 1時間以上、2時間より少ない 25 33.8 65.5 59.3
5 1時間より少ない 31 41.9 63.0 60.5
6 全くしない 3 4.1 69.2 43.8

中学3年生 選択肢
生徒数 割合 正答率（％）
（人） （％） 国語 数学 英語IRT

1 4時間以上 3 3.0 84.4 87.5 583
2 3時間以上、4時間より少ない 5 5.0 77.3 78.8 602
3 2時間以上、3時間より少ない 21 20.8 73.3 72.6 545
4 1時間以上、2時間より少ない 30 29.7 67.1 62.9 490
5 1時間より少ない 19 18.8 60.4 55.2 465
6 全くしない 13 12.9 60.0 38.9 412

・学校が休みの日の１日当たりの勉強時間については、小学生では、「1時間以上、3時間

未満」の層で、正答率が高くなっています。

・中学生では「2時間以上学習している」層において、正答率が高くなっています。
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⑹ 保護者の社会経済的背景について
質問No. ・あなたの家には、およそどれくらいの本がありますか（雑誌、新聞、教科書は除
小 29 く）
中 29

小学6年生 選択肢
児童数 割合 正答率（％）
（人） （％） 国語 算数

1 0～10冊 9 12.2 52.1 47.9
2 11～25冊 12 16.2 59.6 54.2
3 26～100冊 35 47.3 64.6 60.7
4 101～200冊 10 13.5 66.2 61.3
5 201～500冊 4 5.4 76.9 76.6
6 501冊以上 2 2.7 61.5 43.8

中学3年生 選択肢
生徒数 割合 正答率（％）・IRT
（人） （％） 国語 数学 英語IRT

1 0～10冊 13 12.9 60.5 49.0 442
2 11～25冊 23 22.8 64.9 56.0 495
3 26～100冊 32 31.7 64.7 56.0 487
4 101～200冊 14 13.9 68.1 66.1 508
5 201～500冊 12 11.9 73.9 70.3 549
6 501冊以上 6 5.9 80.0 80.2 503

・家庭での蔵書数が多いほど、各教科の正答率は高い傾向があります。

→全国学力・学習状況調査と保護者の社会経済的背景（SES：収入、学歴、職業など）

には明確な相関関係があり、家庭環境の階層が高いほど子どもの正答率が高くなる傾向

が、文部科学省の分析や教育社会学の研究で一貫して確認されています。士別市では、「学

校・家庭・地域が一体となって、子どもの学びを引き出す・守る・広げる」取組を推進

していきます。

⑺ 新聞を読む頻度について
質問No. ・新聞をどれくらい読んでいますか
小 30

中 30

小学6年生 選択肢
児童数 割合 正答率（％）

（人） （％） 国語 算数

1 ほぼ毎日読んでいる 0 0.0
2 週に1～3回程度読んでいる 4 5.4 53.8 60.9
3 月に1～3回程度読んでいる 15 20.3 58.5 52.5
4 ほとんど、または、全く読まない 55 74.3 64.2 58.9

中学3年生 選択肢
生徒数 割合 正答率（％）

（人） （％） 国語 数学 英語IRT

1 ほぼ毎日読んでいる 3 3.0 75.6 70.8 545
2 週に1～3回程度読んでいる 4 4.0 83.3 81.3 512
3 月に1～3回程度読んでいる 20 19.8 68.1 58.2 505
4 ほとんど、または、全く読まない 74 73.3 64.8 58.0 487
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・新聞を読む頻度と正答率については、小学生では、はっきりとした傾向は表れていま

せん。

・中学生では、新聞を「ほぼ毎日読んでいる」「週に1～3回程度読んでいる」と回答した

層において、正答率が高くなっています。

→ 一般紙の内容は、小学生には理解が難しいため、頻度が低くなっているのではないか

と推測されます。

⑻ ICT機器の活用について

質問No. ・前の学年までに受けた授業で、PC、タブレットなどのICT機器を、どの程度使用

小 35 しましたか

中 35

小学6年生 選択肢
児童数 割合 正答率（％）

（人） （％） 国語 算数

1 ほぼ毎日（1日に複数の授業で活用） 41 55.4 67.4 63.1
2 ほぼ毎日（1日に1回くらいの授業で使用） 18 24.3 57.3 49.3
3 週3回以上 10 13.5 63.8 61.3
4 週1回以上 3 4.1 46.2 47.9
5 月1回以上 0 0.0
6 月1回未満 2 2.7 26.9 18.8

中学3年生 選択肢
生徒数 割合 正答率（％）・IRT

（人） （％） 国語 数学 英語IRT

1 ほぼ毎日（1日に複数の授業で活用） 78 77.2 69.5 63.3 505
2 ほぼ毎日（1日に1回くらいの授業で使用） 15 14.9 64.1 53.8 467
3 週3回以上 6 5.9 41.1 35.4 422
4 週1回以上 1 1.0 53.3 18.8 490
5 月1回以上 0 0.0
6 月1回未満 1 1.0 33.3 12.5 403

・小・中学生ともに、「ほぼ毎日（1日に複数の授業活用）」と回答した層の正答率が高く

なっています。

・中学生の数学については、生徒がICT機器を積極的に活用する頻度に比例して、正答率

は高くなる傾向が見られます。
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⑼ 授業に向かう姿勢について

質問No. ・前年度までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分か
小 39 ら取り組んでいましたか
中 39

小学6年生 選択肢
児童数 割合 正答率（％）
（人） （％） 国語 算数

1 当てはまる 22 29.7 68.2 64.5
2 どちらかといえば、当てはまる 41 55.4 61.2 54.9
3 どちらかといえば、当てはまらない 9 12.2 57.3 50.0
4 当てはまらない 0 0.0

中学3年生 選択肢
生 徒 数 割 正答率（％）・IRT
（人） （％） 国語 数学 英語IRT

1 当てはまる 29 28.7 69.4 72.8 539
2 どちらかといえば、当てはまる 53 52.5 69.0 58.8 494
3 どちらかといえば、当てはまらない 17 16.8 58.0 43.0 423
4 当てはまらない 2 2.0 33.3 18.8 398

・「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか」の質問に対し、

「当てはまらない」と回答した児童生徒が少ないという傾向が見られ、「当てはまる」と

回答した児童生徒の正答率は、高い傾向があります。

質問No. ・学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、
小 43 次の学習につなげることができていますか
中 43

小学6年生 選択肢
児童数 割合 正答率（％）
（人） （％） 国語 算数

1 当てはまる 24 32.4 62.5 59.1
2 どちらかといえば、当てはまる 36 48.6 65.2 59.9
3 どちらかといえば、当てはまらない 10 13.5 54.6 44.4
4 当てはまらない 3 4.1 64.1 75.0

中学3年生 選択肢
生 徒 数 割 正答率（％）・IRT
（人） （％） 国語 数学 英語IRT

1 当てはまる 31 30.7 71.8 71.0 542
2 どちらかといえば、当てはまる 49 48.5 67.8 60.3 495
3 どちらかといえば、当てはまらない 18 17.8 58.8 43.4 423
4 当てはまらない 3 3.0 35.6 16.7 380

・小・中学生ともに、次時の学習について、分かった点やよく分からなかった点を見直
し、次の学習につなげる意識の高い児童生徒ほど、正答率は高くなる傾向が見られます。
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質問No. ・前年度までに受けた授業では、算数（数学）の授業で、どのように考えた
小 66 のかについて説明する活動をよく行っていましたか
中 66

小学6年生 選択肢
児童数 割合 正答率（％）
（人） （％） 国語 算数

1 当てはまる 27 36.5 63.5 63.7
2 どちらかといえば、当てはまる 25 33.8 57.8 51.3
3 どちらかといえば、当てはまらない 16 21.6 68.8 55.5
4 当てはまらない 6 8.1 60.3 63.5

中学3年生 選択肢
生 徒 数 割 正答率（％）・IRT
（人） （％） 国語 数学 英語IRT

1 当てはまる 25 24.8 76.5 79.0 562
2 どちらかといえば、当てはまる 33 32.7 69.9 61.2 481
3 どちらかといえば、当てはまらない 27 26.7 61.3 52.5 470
4 当てはまらない 16 15.8 52.1 35.9 450

・小学生では、「算数の授業で、どのように考えたのかについて説明する活動」の頻度と
正答率の間には、明確な相関関係は見られませんでした。
・中学生では、「数学の授業で、どのように考えたのかについて説明する活動」の頻度と

正答率の間には相関関係が見られ、「当てはまる」と回答した生徒の正答率は高くなって

います。
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11 まとめと課題

士別市の小学生は、国語・算数ともに正答率が全国平均、全道平均を上回ったことは、全体的

に当該学年で身に付けるべき資質・能力の基礎的・基本的内容の理解度や活用力が、おおむね身

に付いていると捉えられます。しかし内容別では、国語は、「言葉の特徴や使い方に関する」内

容で全国平均を若干下回り、算数では、「数と計算」「データの活用」の領域が全国平均を下回っ

ています。

士別市の中学生も、国語・数学ともに正答率が全国平均・全道平均を上回っていますが、英語

については正答数、IRTスコアともに全道とほぼ同様ですが、全国値を下回りました。内容別で

は、国語は、「話すこと・聞くこと」と「読むこと」の二つの内容別問題で、若干全国平均を下

回りました。数学では、どの領域でも全国平均を上回りました。英語では、「聞くこと」「読むこ

と・書くこと」「話すこと」のすべての分野で、全国平均を下回りました。

「児童生徒質問紙」「学校質問紙」による学習状況の調査では、多くの質問項目から北海道教

育委員会が『調査結果のポイント』で取り上げている質問項目について、士別市の結果と比較し

ています。ここでは、士別市では、ICTを活用した学習が日常的に行われていることが明らかに

なりました。

令和7年度は、「児童生徒質問紙」の回答により、「平日の家庭学習時間」が全国平均を大きく

下回っていることが士別市の課題として掲げられました。令和8年度は、普段1時間以上勉強して

いる児童の割合は、39.5％、生徒の割合は47.5％でした。令和7年度の割合を大きく増加しました

が、士別市は依然として、「平日の学習時間」については課題です。

「児童生徒質問紙」の質問項目と各教科の正答率を相関させたクロス集計では、ほぼ全国と同

じ傾向が見られました。特に授業に向かう姿勢が積極的な児童生徒ほど、正答率が高くなる傾向

が明らかになりました。詳しい内容は「9 質問紙調査の結果について」「10 クロス集計（児童

生徒質問紙と各教科）について」を参照願います。
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12 今後の対応
(1)今後の学習に向けて

調査教科(国語、算数・数学、英語)において特に課題傾向と考えられる学習内容について

【国 語】

小・中学校ともに、文章や資料から必要な情報を取り出すだけでなく、複数の情報を関連

付けたり、文章全体の構成や段落の役割を捉えたりすることに課題が見られます。

問題①（小学校）は、文章中の情報を図などに整理し、情報と情報との関係を捉える問題

です。正答率は49％で、全国・全道の平均値を5～6pt下回りました。誤答では、「苦手」を「好

き」と「きらい」に分けて整理することはできているものの、それを筆者の経験したことと結

び付けて捉えられていない解答（29％）が多く見られました。

今後の学習では、文章や資料にある複数の情報を関連付けて理解する学習活動を積極的に

取り入れることが大切です。例えば、文章中の語句や情報を囲んだり線でつないだりしなが

ら、どの情報がどの内容と関係しているのかを視覚的に整理する活動を通して、情報同士の

関係を捉える力を養うことが効果的です。

問題②（中学校）は、文章全体を三つに分け、段落の役割を捉える問題です。正答率は68

％で、全国・全道の平均値を4pt下回りました。誤答では、文章の中心的な部分と付加的な部分

を叙述を基に捉えることに課題があり、段落の役割を誤って捉えている解答（22％）が多く見

られました。

今後の学習では、各段落の内容を個別に捉えるだけでなく、文章全体の構成や段落相互の

関係に着目して読むことが大切です。例えば、各段落の内容を短い言葉でまとめ、文章全体

の中でどのような役割を果たしているのかを考える活動を取り入れることが考えられます。

また、「話題の提示」「多様な例の紹介」「筆者の分析と考え」など、段落の役割を意識しなが

ら、叙述を根拠として文章全体を捉える学習を積み重ねることが重要です。

問題①・小学校 問題②・中学校
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【算数・数学】

小・中学校ともに、数や数量の意味を正しく捉え、数学的な根拠を基に考えたり、考えた

ことを説明したりすることに課題が見られます。

問題③（小学校）は、数を四捨五入して千の位までの概数で表す問題です。正答率は57％

で、全国・全道の平均値を6～9pt下回りました。誤答では、千の位までの概数にする際に、千

の位で概数にする解答（13％）や十の位で概数にする解答（25％）など、どの位の数に着目し

て四捨五入するのかを正しく捉えられていない解答が多く見られました。

今後の学習では、数の表し方や位取りの仕組みに着目し、四捨五入する位を正しく理解す

ることが重要です。例えば、位取り表や数直線などを活用し、「どの位までの概数にするのか」

「どの位の数を見て判断するか」を確認しながら、概数の意味を理解する活動が効果的です。

問題④（小学校）は、異分母の分数の大小を判断し、その理由を数や言葉を用いて記述す

る問題です。正答率は33％で、全国・全道の平均値を7～11pt下回りました。誤答では、分子

が等しい場合の分数の大小について、分母の大きさと分数の大きさとの関係を誤って捉えてい

る解答が多く見られました。

今後の学習では、分数の大小を正しく判断し、その理由を数や言葉を用いて説明する活動

を充実させることが大切です。例えば、図や数直線などを用いて分数の大きさを視覚的に捉

えた上で、「なぜこちらの分数の方が大きいのか」を友達に説明したり、根拠となる事柄を文

章にまとめたりする活動を通して、数学的に考え、表現する力を養うことが重要です。

問題⑤（中学校）は、事柄がいつでも成り立つことを説明するための方針を立てる問題で

す。正答率は60％で、全国・全道の平均値を4～5pt下回りました。誤答では、具体的な数を使

って確かめるだけでなく、選んだ二つの数を文字で表し、文字式を用いて予想が成り立つこと

を示すという方針を捉えることに課題が見られました。

今後の学習では、文字式を用いて一般的に説明する学習を充実させることが大切です。例

えば、具体的な数で成り立つことを確認した後、「いつでも成り立つことを示すには何が必要

か」を考え、説明の方針を立てる活動を取り入れることが効果的です。その上で、考えた方

針に沿って文字式を用いて推論し、その過程を数式や言葉で表現できるようにする指導を充

実させることが求められます。

問題③

小学校

問題⑤

中学校

問題④

小学校
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【英語】

まとまりのある英語を聞いて話し手の要点を捉えることや、日常的な話題について、体験

したことや感想を整理し、条件に沿ってまとまりのある文章を書くことに課題が見られます。

問題⑥は、住みやすいまちづくりについての発表を聞き、話し手が最も伝えたいことを捉

える問題です。正答率は51％で、全国・全道の平均値を5pt下回りました。誤答では、英語の

音声を聞き、文章全体の構成や要点を正しく捉えられていない解答が多く見られました。

今後の学習では、英語の音声を聞く際に、個々の単語や文を聞き取るだけでなく、話題や

話の構成、話し手が最も伝えたいことに着目して聞くことが大切です。例えば、問題提起と

その解決策など、話の流れを意識しながら聞き、聞き取った複数の情報を比較したり、情報

同士の関係を整理したりする活動を取り入れることが効果的です。

問題⑦は、中学生での思い出を一つ取り上げ、そこで体験したことと感想を書く問題です。

正答率は33％で、全国・全道の平均値を10～14pt下回り、無回答率も14％と高い結果でした。

誤答では、体験したことを書くことはできているものの、その感想を書けていないものや、指

定された語数に達していないものが多く見られました。

今後の学習では、日常的な話題について、伝えたい内容を整理した上で、目的や条件に沿

ってまとまりのある文章を書く活動を充実させることが大切です。例えば、「いつ・どこで・

何をしたのか」「そのときどう感じたのか」など、書くために必要な情報を整理してから英文

を書く活動を取り入れることが考えられます。また、書いた文章について、必要な内容が含

まれているか、条件を満たしているかを確認し、書き直す活動を通して、目的や条件に応じ

て表現する力を養うことが重要です。

問

題

⑥

問

題

⑦



- 26 -

(2)授業改善へのヒント

【国語の学習】

①複数の情報を関連付けて理解する学習を充実させる。

例）語句や情報を囲んだり線で結んだりし、情報同士の関係を整理する。

②文章全体の構成や段落の役割を捉える学習を進める。

例）各段落を短くまとめ、文章全体での役割を考える。

③叙述を根拠として、自分の考えを説明する学習を積み重ねる。

例）文章中の言葉や表現を根拠に、自分の考えを説明する。

④情報を整理した結果を、言葉や図などを用いて表現する力を育てる。

例）情報を表や図に整理し、情報同士の関係を自分の言葉で説明する。

⑤文章の構成を意識して読む習慣を身に付ける。

例）段落の内容だけでなく、その役割を考えながら文章を読む。

⑥読む活動と書く・話す活動を関連付け、理解したことを表現する学習を進める。

例）文章の構成や段落の役割を整理し、根拠を短くまとめたり、友達に説明したりする。

【算数・数学の学習】

①数の表し方や位取りの仕組みに着目して考える学習を充実させる。

例）位取り表や数直線を使い、四捨五入で着目する位を考える。

②基準量、比較量、割合の関係を、言葉や図、式と関連付けて捉える力を育てる。

例）基準量と比較量を確認し、テープ図に数量の関係を表す。

③数量の関係を図や数直線などに表し、数学的な意味を理解する学習を進める。

例）図や数直線で分数の関係を表し、その結果を数や言葉を用いて説明する。

④答えだけでなく、「なぜそう考えたのか」を説明する学習を充実させる。

例）図や式などを根拠として、自分の考えを友達に説明したり、文章にまとめたりする。

⑤具体的な数から規則を見付け、一般的に成り立つことを説明する学習を進める。

例）具体的な数で規則を確かめ、文字式を用いて説明する。

⑥数学的な事柄を説明する際に、まず方針を立てる習慣を身に付ける。

例）証明や説明の問題では、何を示すかを整理し、方針を立てて数式や言葉で説明する。

【英語の学習】

①まとまりのある英語を聞き、話題や要点を捉える学習を充実させる。

例）説明を聞き、話題や話し手の要点を整理する。

②英語を聞く際に、文章全体の構成を意識する習慣を身に付ける。

例）話の流れを意識しながら聞き、聞き取った情報を順序や関係に沿って整理する。

③聞き取った複数の情報を比較し、話し手の意図や要点を考える学習を進める。

例）聞き取った情報を比較し、要点とその理由をペアやグループなどで伝え合う。

④既習の語彙や文法事項を実際のコミュニケーションの場面で活用する学習を充実させる。

例）過去の出来事を伝える場面を設定し、英文で読んだり、書いたりする。

⑤伝える内容や必要な情報を整理してから、英文を読んだり、書いたりする学習を進める。

例）書く内容をメモや表などに整理し、まとまりのある英文を書く。

⑥書いた英文を読み返し、目的や条件に合っているか確認して書き直す活動を取り入れる。

例）書いた英文の時制や語順、語数を確認し、友達と読み合ったり書き直したりする。



- 27 -

13 おわりに
本市の児童生徒は、全国学力・学習状況調査において全国平均値を上回る成果を示し、課題に

粘り強く取り組む姿勢が着実に育まれてきています。これは、日々の授業改善や教職員の不断の

努力、そして地域や家庭のご理解とご協力の賜物です。

しかし一方で、学習意欲や自己肯定感に課題を抱える子どもも少なくなく、単なる学力向上に

とどまらず、「学ぶことの楽しさ」や「自分を認める心」をいかに育んでいくかが、今後の大き

な課題となっています。

各学校においては、全国や全道との比較に加えて、自校の成果と課題を正しく省察し、教育活

動に反映していくことが求められます。特に、生活経験や社会的事象をもとに課題を設定し、興

味・関心の高まる中に基礎・基本の定着を図ったり、学びをもとに課題を解決し社会参画への意

欲を高めたりするなど、社会の一員としての資質能力を育むこと、また義務教育９年間を通じて

学びの連続性を大切にした取組も大切な視点です。さらに、一人一人の子どもをよく観て、学習

を苦手とする子どもへの丁寧な指導・支援と人的・物的な学習環境の整備や学校のウエルビーイ

ングの向上への組織的な取組が重要です。

教育委員会は、士別市まなびフォーカスでお示ししているとおり、「学校・家庭・地域が一体

となって子どもの学びを引き出す・守る・広げる」取組を推進していきます。

ICTを活用した個別最適な学びと協働的な学びの一体的な推進を図るとともに、教職員研修や

学校訪問を通じて授業改善を支援してまいります。令和8年度は、士別南小学校、士別南中学校

で、「こどもまんなか学び創出事業」（北海道教育委員会）に取り組んでいます。本事業の実践か

ら得られた指導方法の工夫等を市内学校全体へ広げるなどし、子どもの学びを一層引き出してい

きます。

合わせて、学校の働き方改革を推進していく中で、教員が子どもと向き合う時間を確保します。

いじめ防止、不登校対策についての未然防止の取組や早期認知、早期対応の取組を充実させ、子

どもの学び守ります。また士別市にご縁のある企業のご協力を得ながら、「ものづくり体験教室」

や「陸上教室」などを実施するとともに、地域資源を活かしたキャリア教育やふるさと教育を充

実させ、子どもたちが将来に希望をもち、自らのよさや可能性を見出すことができる環境を整え

ていきます。さらには、家庭教育支援事業や「士別ふるさと体験広場」「チャレンジ寺子屋」な

どの取組を生かし、社会教育との連携を強化し、子どもの学びを広げます。

こうした取組を通じ、「自分のよさや可能性を見付け、自らの人生を舵取りできる子ども」の

育成に、全力で指導・支援してまいります。
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令和8年度全国学力・学習状況調査の報告書・集計結果について（国立教育施策研究所）

https://www.nier.go.jp/26chousakekkahoukoku/

令和8年度全国学力・学習状況調査 調査結果のポイント（北海道教育委員会）
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